
鎌
 
田
 
恭
一
′
 
郭
 
 

J
 
 

本
稿
ほ
ケ
ス
タ
ー
薯
倉
計
蓼
弟
－
壷
欝
†
】
翠
よ
り
第
十
七
革
ま
て
わ
詳
述
L
た
る
も
の
で
あ
ろ
 
 

田
 
城
 
慣
 
新
 
富
 
法
 
 

計
 
算
 
の
 
諸
 
方
 
法
 
 
 

減
債
を
計
算
す
る
方
法
は
」
数
多
案
出
さ
れ
た
。
良
い
方
法
も
あ
り
惑
い
方
法
も
あ
り
、
ま
た
除
り
に
理
論
的
か
つ
複
雑
で
あ
つ
 
 

て
、
人
寄
業
の
賞
際
上
の
必
要
に
は
役
に
立
た
叛
い
も
の
鴻
あ
る
。
本
草
に
於
い
て
は
、
最
も
多
く
賛
成
を
得
た
る
諸
方
法
の
詮
明
を
 
 

な
す
こ
と
と
し
、
次
章
に
於
い
て
、
減
債
の
計
算
に
関
す
る
何
れ
も
が
弔
す
ペ
き
屁
の
目
的
に
立
脚
し
、
こ
れ
ら
諸
方
法
の
教
典
如
 
 

何
を
論
じ
ょ
う
と
思
ふ
。
 
 
 

減
債
の
計
算
を
行
ひ
得
る
方
法
は
幾
通
り
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
幾
分
の
重
複
を
釆
た
す
け
れ
ど
も
、
概
揺
的
に
分
類
し
て
四
つ
 
 

の
題
目
の
下
叱
集
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
部
類
は
次
の
如
し
。
 
 

∵
 
回
旋
基
数
比
例
汝
 

減
．
僻
L
 
弘
押
 
 

諭
 
 

減
 
 
 
債
 
 

（
四
）
 
 

（
三
六
〓
．
七
一
 
 
 

、尋   
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計
 
算
 
の
 
因
 
子
 
 

大
部
分
の
計
算
法
に
於
い
て
既
知
数
た
る
べ
き
因
子
は
次
の
如
L
。
 
 

仙
 
資
産
の
原
始
原
慣
 
 

二
 
靡
物
又
は
残
物
償
値
 
 

三
 
見
積
用
役
薄
命
 
 

四
 
或
る
方
法
に
て
は
、
任
意
の
利
率
 
 

′
 
 
 

原
始
原
償
と
は
、
何
時
や
も
使
用
し
得
る
位
置
に
在
る
資
産
の
、
金
原
偵
藍
息
味
す
る
。
靡
物
償
値
と
は
、
資
産
厳
粟
の
時
に
於
 
 

け
る
、
即
ち
資
産
が
其
の
位
置
か
ら
取
沸
は
れ
て
、
賛
却
さ
れ
或
は
他
の
方
式
に
よ
り
廃
介
さ
れ
る
望
息
の
で
き
た
時
に
於
け
る
、
 
 

見
桔
僧
侶
を
意
味
す
る
。
こ
の
偶
倍
を
拾
ひ
上
慣
値
と
稀
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
資
産
が
用
役
を
発
し
得
る
位
置
に
、
な
 
 

は
留
っ
て
は
を
る
け
れ
ど
も
、
贋
葉
若
く
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
を
る
と
き
の
偶
倍
と
、
直
別
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
見
積
 
 

用
禁
吋
命
と
は
、
資
産
が
用
役
の
・
た
め
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
時
間
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
年
の
如
き
層
の
上
の
時
間
の
普
通
の
罫
位
 
 
 

J
第
三
†
恕
 
‥
熱
田
兢
 
 

二
．
測
一
的
欒
動
額
紘
 
 

圭
．
複
 
利
＼
準
 
 

四
一
難
 
 

法
 
 

さ
】
【
六
ご
）
」
ゼ
三
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に
て
も
、
女
世
運
軸
時
周
の
如
き
庸
役
時
間
の
瀞
位
喧
て
鴇
ハ
食
後
忙
ま
準
、
噸
、
立
等
吠
、
キ
、
ロ
ワ
ツ
′
ト
時
、
何
故
、
等
の
如
き
 
 

産
出
高
の
畢
位
に
て
も
、
表
は
し
得
る
で
あ
ら
う
。
 
 

使
∵
用
せ
ら
る
 
べ
 
き
符
耽
 
 

記
耽
と
し
置
、
崖
た
参
照
の
た
め
に
、
次
の
符
既
が
用
ひ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
っ
 
 

く
＝
こ
判
＝
罫
．
靭
∵
痛
 
 

く
一
利
軸
L
澄
割
㊦
沐
苛
螢
鵜
訊
 
 

く
沌
一
服
滴
〓
岩
盤
◎
穎
謡
毯
鹿
轟
 
 

く
n
－
＝
如
漆
塵
萌
官
東
嶺
壇
虚
説
－
召
伊
藤
曹
盛
徳
 
 

コ
＝
遍
薄
覗
紗
8
対
偶
 
 

d
′
¶
都
立
母
数
滴
傲
 
 

D
一
利
数
滴
箪
滋
｝
宅
・
伊
く
ー
V
n
 
 

P
－
1
軸
－
滋
サ
8
巌
流
飴
 
 

P
＝
沖
帯
濁
せ
㊦
戴
頭
数
 
 
 

原
始
瘡
慣
を
除
き
、
前
記
め
諸
因
子
は
悉
く
見
凝
り
で
あ
る
と
い
ふ
屯
と
1
、
こ
れ
ち
を
見
積
る
に
常
つ
七
は
前
各
軍
に
て
論
じ
 
 

波
 
頂
 
論
 
 

（
三
大
三
）
 
七
三
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h
－
．
 
 

勒
∵
嘘
二
押
時
間
臨
 
 
 

㈹
 
産
 
出
 
高
 
法
 
 
 

刷
 
合
成
詩
命
法
 
 

伺
直
 
 
線
 
 
法
 
 

罪
三
饗
 
第
四
敬
 
 

雲
呑
埋
〉
 
應
四
 
 

た
る
が
如
き
、
減
債
に
関
す
る
諸
原
灘
を
考
慮
に
入
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
ふ
乙
七
ゝ
は
、
∵
望
息
を
質
す
る
．
㍉
斯
く
て
、
用
役
薄
命
を
 
 

定
め
る
支
配
的
嬰
因
が
、
物
質
的
城
慣
で
あ
る
か
、
或
は
機
能
的
減
慣
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
用
役
寿
命
の
決
 
 

定
に
於
い
て
は
、
修
柘
、
更
新
、
及
び
緋
特
に
関
す
る
方
針
が
、
非
常
忙
重
欝
な
紺
係
を
有
つ
。
鷹
物
償
値
わ
確
定
に
雷
つ
て
は
、
 
 

駅
粟
の
日
に
於
け
る
、
見
込
の
賛
却
慣
格
又
は
市
場
偵
格
を
見
積
る
こ
と
を
要
し
、
こ
の
見
積
り
に
閲
聯
し
て
、
不
適
應
化
、
陳
腐
 
 

化
、
磨
損
、
及
び
年
齢
と
、
資
産
に
姥
留
す
る
情
値
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

固
定
基
傲
比
例
法
 
 

或
る
同
定
せ
る
基
本
的
慣
億
の
比
例
部
分
逢
し
て
、
毎
期
の
減
債
が
計
算
さ
れ
る
方
法
は
、
悉
く
比
例
法
に
包
含
さ
れ
る
が
、
こ
 
 

れ
ら
は
次
の
如
き
名
柄
を
有
す
る
細
目
に
類
集
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
各
々
に
つ
き
別
々
に
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

伺
 
直
 
 
繰
 
 
法
 
 

十
電
解
」
法
庭
之
逐
国
表
に
て
示
す
と
直
線
と
慮
る
の
セ
予
新
べ
補
す
る
＝
の
、
硬
あ
る
が
1
温
べ
は
毎
期
の
城
崎
拘
却
費
を
計
算
す
る
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有
ら
ゆ
る
方
潅
の
う
ち
、
最
も
簡
単
で
あ
り
、
従
っ
て
混
も
汎
く
用
ひ
ら
れ
て
を
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
方
法
で
は
、
各
期
の
粟
失
債
 
 

倍
額
は
用
役
幕
命
の
艮
づ
に
反
比
例
し
て
を
る
。
か
く
七
て
用
役
濁
命
が
十
年
と
計
算
さ
れ
て
を
る
資
産
は
、
儲
一
年
慶
栗
に
は
十
 
 

分
の
 

記
眈
を
用
ひ
て
公
式
に
て
示
せ
ぼ
次
の
如
く
な
る
で
る
ら
う
。
 
 

こ
の
公
式
よ
り
、
輿
へ
ら
れ
た
る
資
産
の
許
償
表
を
作
成
し
、
見
積
寿
命
中
の
各
年
度
末
に
お
け
る
慣
倍
額
を
表
す
こ
と
が
で
鳶
 
 

る
。
斯
か
る
評
慣
表
は
、
原
僧
忘
○
弗
、
用
役
轟
命
五
胡
、
厳
物
偶
値
は
不
適
應
化
に
基
く
が
た
め
に
五
〇
弗
の
資
産
に
勤
し
て
 
 

は
、
次
の
如
く
に
算
出
さ
れ
る
、
で
あ
ら
う
。
 
 

碗 
ロ
ー
∴
‖
‖
＝
 
 

調滴牒＝緯現切  

出 苫 川Illl  

＜
1
－
1
 
く
1
ロ
ー
 
 
 

＜
沌
＝
く
｝
－
D
N
 
 

慣  

＜
－
く
n
 
 

コ
 
 

箪 薯感潜繋繋盟  

隷；針暑卜辣ラ轍彗  

亜
 
 

空
所
 
 

尉
潜
諺
堵
関
惑
 
 

顎
 
 

N
こ
．
〇
〇
 
 

柏
〇
．
〇
〇
 
 

M
〇
．
〇
〇
 
 

柏
P
0
0
 
 

付
〇
．
〇
〇
 
 

布
団
－
観
音
遍
廟
 
 

郷
命
 
潜
 
惑
 
 

淋
茸
軍
追
別
 
 

巻
 
 

－
ひ
P
0
0
 
 

】
∽
〇
．
〇
〇
 
 

】
】
〇
．
〇
〇
 
 

¢
〇
．
〇
〇
 
 

q
O
‥
0
0
 
 

研
〇
．
〇
〇
 
 

藻
¢
パ
溺
誉
戸
 
 

謁
惑
執
事
蒔
粛
 
 

穏
 
 

柏
〇
．
〇
〇
 
 

A
〇
．
〇
〇
 
 

m
P
0
0
 
 

0
0
〇
．
〇
〇
 
 

－
0
〇
一
〇
〇
 
 

要
一
六
毘
）
 
車
扉
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



FI  

魂
三
億
 
療
四
班
 
 

（
三
六
大
・
）
 
七
」
ハ
 
 
 

こ
～
で
は
、
減
債
額
計
欝
の
固
定
基
数
1
即
ち
五
胡
の
間
に
沿
却
せ
ら
る
ぺ
き
額
は
こ
0
0
弗
（
－
笠
瀞
－
箋
挙
）
で
あ
る
。
 
 
 

嘗
際
に
於
い
で
は
、
箇
朔
の
減
債
率
を
決
嘉
し
て
お
く
の
が
習
慣
で
あ
る
。
資
産
に
廃
物
憤
倍
が
無
い
と
き
に
は
、
そ
の
率
は
明
 
 

に
 

か
庵
蚤
あ
る
。
贋
物
槙
倦
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
率
は
車
で
雪
。
例
示
し
誓
警
に
お
い
て
は
、
資
産
の
詩
命
は
五
 
コ
 
 

讐
あ
る
が
、
恩
艮
璃
＝
艮
で
な
く
し
て
、
】
∽
小
犬
如
＝
一
∽
車
浪
）
計
る
。
容
易
に
訂
し
得
る
ね
め
に
は
、
 
 

減
債
率
を
、
慣
伯
東
失
額
で
は
な
く
し
て
原
偶
に
、
即
ち
V
▲
ト
＜
ロ
で
な
く
く
に
塞
か
し
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
 
 

勒
 
道
特
時
間
法
 
 

「
道
樽
時
間
」
惚
が
用
ひ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
資
産
の
詩
命
は
、
暦
の
時
間
軍
役
で
見
積
ら
れ
る
代
り
に
、
遥
韓
時
間
磯
何
と
い
ふ
 
 

が
如
き
、
用
枚
掴
単
位
で
示
さ
れ
る
。
か
く
て
或
る
機
械
が
鵬
二
、
0
0
0
時
間
の
作
業
に
耐
へ
る
と
見
積
ら
れ
る
と
、
そ
の
用
役
寿
命
 
 

は
叫
二
、
0
0
0
違
極
時
間
と
柄
せ
ら
れ
る
。
各
愈
計
胡
中
、
機
種
の
作
共
時
間
数
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
お
き
、
之
を
用
役
藩
命
 
 

の
見
梢
期
間
（
こ
れ
ま
た
選
種
時
間
に
て
示
さ
る
）
と
此
校
し
、
以
て
減
偶
紘
備
中
そ
の
胡
に
賦
課
せ
ら
る
べ
き
部
分
を
算
出
す
る
の
 
 

で
あ
る
。
同
じ
例
を
用
ひ
る
と
1
－
ふ
埋
償
一
五
〇
弗
、
贋
物
償
値
五
〇
弗
、
用
役
詩
命
叫
二
、
0
0
0
運
緒
時
間
な
る
資
産
 
－
 
第
叫
 
 

脅
計
瑚
′
に
放
い
て
三
、
0
0
0
将
問
、
第
二
合
計
期
把
四
、
五
〇
〇
時
間
、
弟
三
密
計
朔
に
二
、
七
〇
〇
時
間
、
節
用
脅
許
朔
に
て
二
 
 

〇
〇
時
間
、
そ
し
て
壁
ハ
つ
○
博
聞
の
作
柴
を
馬
し
た
・
る
の
ち
、
第
五
合
計
働
め
或
る
時
期
に
戯
粟
さ
れ
孝
志
還
し
て
、
評
関
東
 
 

は
下
に
示
す
が
如
く
で
あ
ら
う
。
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㈲
∴
崖
由
 
高
．
法
 
 

∵
比
例
法
の
夢
二
類
型
は
コ
産
出
高
」
捷
と
し
て
知
ら
れ
て
を
る
・
。
こ
の
方
法
で
は
資
産
の
藩
命
は
生
壁
向
の
数
豊
で
教
へ
ら
れ
る
。
 

遅
極
時
間
法
と
殆
ど
同
種
凌
る
方
放
で
あ
る
が
、
用
役
轟
命
の
測
定
単
位
が
相
異
し
て
を
る
。
資
産
の
薄
命
は
そ
の
生
産
品
に
依
ゆ
 
 

渕
碇
づ
れ
る
の
セ
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
給
水
濾
過
紬
の
薄
命
昧
、
之
を
連
過
す
る
給
水
の
ガ
ロ
ン
或
は
立
方
沢
に
よ
り
、
若
 
 

暦
破
線
横
の
轟
命
は
、
そ
の
破
砕
す
る
岩
石
の
立
方
沢
．
に
よ
・
り
、
貨
車
或
は
機
関
串
の
諸
命
は
、
串
輔
哩
に
よ
り
、
云
々
と
い
ふ
ゃ
 
 

ぅ
堰
嚢
は
さ
れ
る
や
あ
ら
う
？
そ
れ
故
・
に
、
斯
か
．
る
資
産
め
…
愈
計
期
間
′
の
仕
事
高
匿
？
い
て
記
称
が
作
ら
れ
て
を
る
な
ら
ば
、
∴
賦
 

課
せ
ら
る
べ
き
減
債
消
却
費
顧
は
直
に
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
覇
は
、
常
期
の
産
出
高
の
数
螢
が
金
薄
命
期
間
の
産
出
高
 
 

Ⅵ
紙
数
患
に
到
L
て
有
す
る
割
令
に
比
例
L
狩
る
、
減
職
級
額
の
部
分
で
あ
る
。
斯
く
し
て
こ
れ
は
直
線
的
比
例
迭
で
あ
る
。
そ
の
 
 

碗
 
横
 
 
論
 
 

璃
－
▼
 
竪
丁
 
劇
 
 

韻
 
－
 
蛍
 
光
 
 

損
 
〓
 
聾
 
雑
 
 

事
 
出
 
盟
 
雑
 
 

事
 
竃
 
蛍
 
光
 
 

沸
 
勧
 
潜
 
隷
 
 

事
領
尋
詞
鰭
 
 

尋
溺
 
 

∽
 

料
嵩
0
0
 
 

少
■
岩
○
 

】
－
柏
0
0
 
 

0
コ
○
 
 

爵
喝
 
倒
 
 

柏
ひ
 
 

当
中
 
 

豊
中
 
 

】
○
 
 

ひ
 
 

押
詰
堕
落
別
 
 

巻
 
 

】
ひ
〇
．
〇
〇
 
 

】
N
∽
．
〇
〇
 
 

加
ヾ
．
J
O
 
 

Q
餅
0
0
 
 

ひ
ひ
．
〇
〇
 
 

ひ
〇
．
〇
〇
 
 

覿
司
泡
郵
券
劇
 
 

場
 
 

柏
れ
．
J
O
 
 

の
吋
．
ひ
○
 
 

加
ひ
．
ユ
つ
 
 

や
い
．
つ
○
 
 

】
0
〇
．
ご
○
 
 

（
三
六
七
）
 
七
七
．
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評
憤
表
も
遅
特
時
間
法
の
も
の
と
正
し
く
同
様
で
あ
る
。
 
 

嘲
 
合
成
薄
命
法
 
 

「
 
い
ま
一
つ
の
比
例
法
は
、
そ
の
作
用
は
直
線
放
と
同
様
で
あ
つ
て
、
「
合
成
薄
命
」
法
と
じ
て
知
ら
れ
て
を
る
J
そ
の
時
彼
は
、
滅
 
 

牒
の
新
算
が
、
各
個
の
資
産
よ
り
も
寧
ろ
草
場
設
備
盲
二
わ
の
仝
鰭
と
し
て
、
之
に
つ
い
て
朽
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
 
 

は
、
エ
場
設
備
の
平
均
詩
命
と
し
て
知
ら
れ
る
桝
の
も
の
が
計
算
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
全
工
場
設
備
に
射
し
て
、
直
線
放
そ
の
他
の
 
 

雀
準
に
基
き
、
減
債
が
見
積
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
平
均
薄
命
を
決
定
す
る
に
は
、
各
個
の
資
産
の
詩
命
に
其
の
偵
惜
を
「
加
重
」
し
ナ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

以
て
凡
て
の
資
産
に
封
す
る
共
通
な
る
基
準
、
即
ち
弗
年
を
求
め
る
己
と
が
必
婆
で
あ
る
。
平
均
詩
命
計
算
の
手
綺
は
、
後
輩
に
之
 
 

を
詮
明
し
、
叉
そ
の
際
に
、
其
の
用
途
と
邁
應
性
と
を
諭
す
る
で
あ
ら
う
。
平
均
詩
命
の
決
定
を
除
い
て
は
、
此
の
方
法
は
、
眈
に
 
 

論
じ
た
る
又
は
是
れ
よ
り
論
ぜ
ん
と
す
る
他
の
方
法
と
異
る
朗
は
な
い
。
 
 

二
 
劃
 
山
 
的
、
慶
動
額
泣
 
 

こ
れ
ら
の
方
法
は
、
減
債
を
見
積
る
毎
に
基
数
若
く
は
行
分
率
の
何
れ
か
が
、
蓮
る
決
ま
つ
た
欒
化
度
合
に
従
つ
て
欒
動
す
る
鮎
 
 

に
お
い
て
、
．
比
例
法
と
興
る
。
各
程
の
比
例
淀
も
ま
た
、
百
分
率
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
そ
の
基
数
が
同
定
し
て
を
 
 

る
の
で
あ
告
割
高
欒
勤
爾
汝
に
あ
り
て
厄
、
百
分
率
が
固
定
さ
れ
る
と
き
は
基
数
が
欒
勤
し
、
基
数
が
固
定
さ
れ
る
と
き
は
百
 
 

分
率
が
欒
動
す
る
の
で
あ
る
。
哉
に
其
の
細
月
を
示
せ
ぼ
次
の
如
し
。
 
 
 

第
三
感
 
・
界
四
兢
 
 

（
三
六
八
）
 
七
八
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「
定
率
逓
減
」
法
で
は
、
各
期
の
減
憤
を
、
直
ぐ
前
の
評
償
の
時
に
お
け
る
資
産
の
評
偵
偶
倍
、
即
ち
帳
簿
低
値
の
或
る
一
定
の
百
 
 

分
率
と
し
て
見
稔
る
。
か
く
て
資
産
原
僧
二
、
0
0
0
弗
、
固
定
率
一
〇
舛
と
す
る
と
、
第
叫
回
の
減
債
見
税
額
は
二
〇
〇
弗
（
二
 
 

〇
〇
〇
弗
の
一
〇
〆
）
に
て
評
供
覇
九
〇
〇
弗
と
な
り
、
第
二
回
を
減
債
見
積
額
は
九
〇
弗
（
九
〇
〇
邦
の
仙
○
〆
）
に
て
新
評
償
叡
 
 

は
八
一
〇
弗
、
第
三
回
の
見
税
叡
は
八
山
弗
（
八
叫
○
弗
の
六
）
〆
）
に
て
資
産
の
評
慣
額
は
七
二
九
弗
、
云
々
と
な
る
。
こ
の
蓮
観
 
 

せ
る
数
蜂
無
限
又
は
不
定
な
る
級
数
と
な
る
か
ら
、
最
後
の
評
傾
が
巻
上
は
（
近
似
数
と
は
な
る
だ
ら
う
が
）
決
し
て
な
ら
な
い
こ
上
 
 

は
明
白
で
あ
る
。
著
し
厳
物
惜
値
が
あ
る
な
ら
ば
、
而
し
て
通
常
は
こ
れ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
級
数
は
限
定
さ
れ
て
く
る
。
 
 

計
算
の
立
場
か
ら
い
ふ
と
、
こ
こ
で
の
隠
題
は
、
輿
へ
ら
れ
た
る
薄
命
期
間
内
に
資
産
の
低
値
を
、
残
物
又
は
厳
物
低
値
に
引
下
げ
 
 

る
に
必
要
な
る
一
．
定
率
を
確
定
す
る
と
と
に
あ
る
。
・
標
準
記
洗
を
用
ひ
て
次
の
方
程
式
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。
 
 

＜
【
＝
＜
（
－
－
d
）
 
 

＜
に
＝
＜
l
（
－
－
d
）
＝
＜
ュ
】
－
d
）
（
－
－
d
）
 
 

㈹
 
任
恵
逸
増
法
 
 

刷
 
任
意
逓
減
法
 
 

軸
 
足
率
逓
減
法
 
 

㈱
 
定
率
逓
減
駄
 
 

㈲
 
奨
 
励
 
率
 
法
 
（
時
に
・
は
漆
調
薄
命
期
教
組
和
法
と
し
て
知
ら
る
）
 
 

洩
慣
 
 
論
 
 

（
三
六
九
）
 
七
九
 
 
 

：二   
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r   

く
甲
‖
¶
く
坤
（
1
1
d
）
甘
く
ュ
↑
－
d
∀
（
－
て
d
∀
（
－
1
d
）
 
 
∩
き
捏
甘
 
 

く
ワ
＝
く
愈
一
色
ヤ
 
 

N
吋
竜
坤
－
－
d
吋
浄
e
き
馬
 
 

粒
吋
簡
閲
d
料
岳
短
き
亮
 
 

丁
d
－
1
で
一
回
 
 
 

＜
 
 

d
＝
丁
言
．
宅
〆
 
 

丁
頂
圃
 
 

＜
 
 

海
 
藻
 
 

複
雑
で
は
あ
る
が
、
こ
の
公
式
は
封
故
に
依
っ
て
容
易
に
解
く
こ
と
が
で
せ
る
。
原
慎
二
芥
○
弗
、
用
役
詩
命
五
年
、
厳
物
償
倍
 
 

五
〇
弗
の
資
産
に
勤
し
て
は
 

′
 
 
 

d
且
暮
う
粥
l
・
…
可
法
 
 

ご
そ
れ
故
に
評
憤
表
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

滞
三
琴
 
滞
四
既
 
 

事胡挙韻事韻  

囲∵唱∴拍lト11  

醤薯琴撃磐盟  

隷潮  蜜
 
 

辣
 
 

頴
 
 

隷
 
 
 

野
坪
轟
盛
儀
 
 

竣
 
 

－
P
ヾ
拍
の
 
 

】
P
ヾ
柏
¢
 
 

】
P
ヾ
柏
の
 
 

】
P
ヾ
柏
の
 
 

l
誓
ヾ
悼
①
 
 
 

辟
盗
葦
嘩
将
感
 
 

穏
 
 

N
コ
．
印
り
 
 

柏
∽
．
ヾ
ひ
 
 

】
P
O
可
 
 

サ
帽
∵
照
覇
 
 

】
押
始
り
 
 

淋
聾
壊
 
 

】
∽
〇
．
〇
〇
 
 

】
柏
へ
）
．
A
－
 
 

禦
ご
岩
 
 

q
ヾ
．
ひ
り
 
 

①
N
．
相
可
 
 

ひ
〇
．
〇
〇
 
 

慧
蜘
兼
 
 

M
P
ひ
¢
 
 

ひ
∽
．
∽
舟
 
 

可
柏
ゝ
－
 
 

0
0
ヾ
．
ヾ
∽
 
 

－
0
〇
．
〇
〇
 
 

（
三
七
〇
）
 
八
P
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



㈲
 
欒
 
勤
 
率
 
法
 
 

前
項
に
説
明
し
た
る
方
法
と
相
棒
の
数
英
を
有
す
る
も
の
は
「
欒
動
率
」
法
即
ち
「
琢
期
露
命
朔
故
紙
和
」
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
基
 
 

数
は
固
定
し
て
を
る
が
、
毎
期
の
減
債
率
が
攣
励
す
る
っ
各
城
供
奉
は
、
順
次
に
各
期
の
初
め
か
ら
勘
定
し
た
る
預
期
霹
命
親
政
の
 
 

挽
和
を
公
分
母
と
し
、
問
題
の
常
該
期
の
橡
親
薄
命
親
数
を
分
子
と
し
た
る
分
数
で
あ
る
。
例
へ
ぼ
橡
親
薄
命
五
親
の
資
産
は
、
順
 
 

次
そ
の
次
の
親
の
初
め
に
於
い
て
、
夫
々
四
、
≡
、
二
、
仙
別
の
橡
親
詩
命
親
数
を
有
し
、
合
計
仙
風
と
な
つ
て
分
数
の
公
分
母
が
 
 

出
来
る
。
そ
の
分
子
啄
夫
々
五
、
四
、
三
、
二
、
二
で
あ
る
。
即
ち
欒
効
率
は
車
－
、
1
中
、
中
と
慧
。
そ
し
て
 
 

こ
れ
ら
の
適
用
さ
れ
る
の
は
、
原
惜
に
執
し
て
で
は
な
く
、
原
似
よ
り
放
物
偵
倦
憂
塵
引
き
た
る
も
の
に
勤
し
て
ゞ
あ
る
。
即
ち
直
 
 

ぐ
下
の
例
に
つ
い
て
謂
へ
ぽ
、
刷
0
0
弗
ぬ
通
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
原
偶
一
正
〇
弗
、
預
期
詩
命
五
那
、
放
物
僧
侶
五
〇
弗
の
資
 
 

産
に
封
す
る
評
慣
表
は
次
の
如
く
で
あ
ら
う
。
 
 

韻事戦禍調禍  

臥忘巨＝l仁L l  

彗磐盗 盟盟滋  

舞う♯溝卜謝主婦盛  

魔
聾
熟
議
傲
 
 

竣
 
 

∽
∽
中
 
 

鵠
叶
 
 

」ll沌 の C¢ く＞  

・車＝十  

掛
薯
罵
壇
博
題
 
 

苛
 
 

∽
∽
．
∽
“
 
 

に
♪
．
の
｝
 
 

堕
）
b
h
）
 
 

一
‥
｛
．
い
山
 
 

凸
．
「
い
ヾ
 
 

沖
茅
場
滋
別
 
 

事
 
 

】
ひ
O
b
O
 
 

〓
P
3
 
 

り
〇
．
〇
〇
 
 

ゴ
＝
こ
〕
■
）
 
 

知
0
0
．
の
↓
 
 

ひ
〇
．
〇
〇
 
 

慧
翫
整
 
 

∽
∽
．
“
0
0
 
 

（
さ
．
コ
〇
 
 

鵠
O
b
e
 
 

へ
」
山
．
山
山
 
 

】
0
〇
一
〇
〇
 
 

（
三
七
こ
 
八
】
 
 

邁   
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こ
の
許
偵
表
を
定
率
逓
減
法
の
許
偵
衷
に
比
べ
る
と
、
此
の
方
法
の
方
が
、
減
偵
滑
却
資
を
詩
命
偶
閲
の
初
期
に
多
く
、
後
期
に
 
 

少
く
課
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
判
る
。
此
の
方
法
の
叫
般
的
敦
追
及
び
そ
の
意
義
は
、
次
寮
に
於
い
て
各
棟
の
方
法
の
長
短
を
比
 
 

較
考
察
す
る
際
に
論
じ
よ
う
。
 
 

何
 
任
意
遮
塘
∵
法
 

刷
 
任
意
逓
減
法
 
 
 

攣
動
融
法
の
今
二
つ
の
任
意
的
な
る
類
型
は
、
之
が
賃
施
に
あ
た
り
準
接
す
べ
き
何
等
の
法
則
掟
も
遽
礎
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
殆
ど
方
法
と
し
て
分
類
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
あ
り
て
は
、
各
期
に
任
意
の
金
瑚
が
減
債
泡
却
費
と
し
 
 

て
賦
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
唯
仙
の
支
配
的
原
則
は
、
∵
万
の
場
合
に
は
鯨
朔
の
金
額
が
期
毎
に
逓
増
し
、
他
の
場
合
に
は
逓
 
 

減
す
る
と
い
ふ
に
あ
る
の
み
で
あ
る
？
そ
れ
故
に
∵
万
の
場
合
に
於
い
て
は
、
評
慣
表
は
「
毎
期
酒
却
費
額
」
瀾
に
つ
い
て
は
今
政
明
 
 

し
た
る
二
つ
の
方
法
の
も
の
と
、
そ
の
間
を
厩
倒
す
る
即
ち
下
か
ら
上
へ
読
む
を
要
す
る
と
い
ふ
鮎
を
除
け
ぼ
 

ら
う
。
他
の
場
合
で
は
許
慣
表
は
、
今
元
し
た
る
も
の
と
正
し
く
同
様
で
あ
ら
う
。
渦
却
費
の
頻
が
毎
期
順
次
灯
増
加
若
く
は
城
少
 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
な
ら
び
に
、
減
低
級
叡
が
資
産
の
琢
期
寿
命
期
間
内
に
凰
課
し
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
制
限
内
に
於
い
て
、
こ
 

れ
ら
の
方
法
k
あ
り
て
は
、
毎
期
の
減
債
消
却
費
叡
は
純
轡
に
任
意
的
で
あ
つ
て
、
寄
賓
に
も
論
理
に
も
基
い
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
？
 
 

琴
三
懸
 
 
多
国
航
 
 

三
 
複
 
 
 

（
三
七
二
）
 
A
二
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減
偵
の
見
積
を
残
す
方
法
の
第
三
め
概
括
的
な
る
類
型
は
、
「
複
利
」
型
と
輸
し
て
よ
か
ら
う
。
こ
の
方
法
は
各
期
の
減
債
薇
を
疲
 
 

発
す
る
の
に
、
複
利
の
療
珊
を
用
ひ
る
と
い
ふ
鮎
に
於
い
て
、
他
の
何
れ
の
方
法
と
も
根
本
的
に
興
っ
て
を
る
。
此
等
の
う
ち
の
或
 
 

る
方
法
を
賛
際
に
通
用
す
る
町
営
つ
て
は
、
減
債
額
が
此
の
原
珊
を
基
準
と
し
て
見
碩
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
暫
資
産
が
厳
粟
さ
れ
 
 

た
る
と
き
に
、
共
の
筐
換
の
財
務
を
塵
珊
す
る
の
に
早
速
聞
に
合
ふ
資
金
を
川
音
せ
ん
が
た
め
、
税
金
そ
の
他
の
資
産
が
硯
賓
な
る
 
 

基
金
と
L
て
別
に
取
っ
て
お
か
れ
、
．
複
利
の
原
現
に
基
レ
で
蓄
積
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

三
つ
の
減
偵
消
却
費
計
算
法
が
、
こ
め
復
利
型
に
屈
す
る
。
回
摘
却
基
金
機
宜
法
制
年
金
法
及
び
伺
革
位
原
個
放
こ
れ
で
あ
る
。
 
 

検
利
の
．
特
質
に
よ
り
、
短
期
詩
命
の
資
産
の
場
合
に
は
、
ご
れ
ら
諸
淡
は
放
英
が
少
く
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
直
線
放
と
比
較
す
る
 
 

と
き
菅
潜
的
に
甚
し
き
葦
違
を
生
ぜ
t
め
る
ほ
ぞ
．
に
、
利
子
の
合
成
さ
れ
る
期
帆
が
十
分
長
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
成
 
 

る
州
に
串
け
る
地
方
的
公
益
企
薬
委
員
愈
は
、
複
利
法
の
血
つ
磨
く
は
他
の
方
法
む
採
用
す
べ
き
こ
と
を
婁
求
し
た
。
此
等
の
方
法
 
 

は
そ
の
連
用
範
囲
が
甚
し
イ
制
限
せ
ら
れ
て
を
り
、
且
つ
資
産
評
慣
の
宜
し
き
原
則
に
は
、
本
質
的
に
従
つ
て
ゐ
な
い
も
一
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
姦
に
は
そ
の
公
式
や
特
質
を
論
じ
な
い
で
あ
ら
う
。
方
法
の
詮
明
及
び
公
式
の
展
開
に
閲
し
、
詳
し
く
は
特
に
「
減
概
」
に
就
 
 

き
て
述
べ
た
る
拙
著
を
参
照
せ
よ
。
 
 

繹
者
臥
詑
。
消
却
基
金
額
立
捻
及
び
年
金
法
の
大
要
む
左
に
抱
け
る
。
 
 
 

油
却
基
金
税
立
法
 
 
 

各
期
末
、
同
上
錮
の
減
債
滑
却
費
せ
計
上
し
、
同
時
に
こ
れ
と
同
額
の
資
金
を
別
途
に
我
意
て
、
税
別
法
に
依
っ
て
利
殖
し
、
 
 

減
 
慣
 
 
論
 
 

、
（
三
七
三
）
 
八
三
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本
文
に
絹
げ
ら
れ
た
る
例
を
用
ひ
恵
「
許
憤
衣
」
を
作
成
す
れ
ば
左
の
如
し
。
 
 
 

第
三
琴
 
多
国
兢
 
 

（
三
七
四
）
 
八
凶
 
 

以
て
首
該
資
産
が
靡
案
さ
れ
る
．
と
き
に
、
秩
立
党
利
合
計
が
減
楢
漁
鹿
に
達
す
る
や
う
に
為
す
方
法
で
あ
る
。
毎
期
の
消
却
費
崩
 
 

む
野
田
す
る
公
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

認
「
バ
中
盤
諒
壁
樽
飽
0
事
コ
盗
光
市
渉
耳
が
卸
堂
吟
半
㊦
諸
富
碧
く
ー
ゴ
ー
仲
村
き
畠
ご
∵
三
甲
柏
餅
か
ヰ
ふ
 
 
 

づ
1
メ
】
u
Å
－
十
こ
1
7
－
十
叉
－
十
↑
）
〒
戸
T
…
…
＋
Å
】
．
＋
「
）
＋
ヒ
 
 

〔
抄
島
㊦
腎
貞
〕
 
劉
撃
澄
慧
慧
慧
呈
魂
忘
蒜
∵
∴
こ
毒
忘
 
 

鵠
こ
雲
茸
嶺
樽
虫
㊦
肇
コ
蛍
光
市
汚
耳
か
甜
望
ゆ
半
 
Å
－
七
）
〒
。
 
 

〔
翰
沌
〕
 
 

貴
滋
野
．
＋
モ
 
 
 

ざ
・
丁
二
三
 
、
、
 
 
 

潔
。
蓋
 
、
、
 
 

‖
〓
 
講
 
X
 
 

（
一
十
「
）
＝
－
】
 
 

r
（
つ
－
メ
こ
 
 

（
i
十
r
）
l
－
1
－
 
 

こ
十
ユ
≡
－
】
 
 

説  Å
－
十
r
）
l
て
沌
 
 
 

入
一
十
「
）
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年
 
金
 
迭
 
 
 

藩
命
期
間
中
に
、
減
債
総
額
の
み
な
ら
す
、
雷
該
固
定
資
産
の
未
滑
却
残
高
に
封
し
て
毎
期
生
す
ペ
き
利
子
を
も
、
消
却
し
去
 
 

る
や
う
、
毎
期
未
開
叫
額
を
減
債
滑
却
費
と
し
て
計
上
す
る
方
法
で
あ
る
。
毎
期
の
拘
却
費
額
を
算
出
す
る
公
式
は
次
の
如
く
で
 
 

ー
の
る
0
 
 

〔
搾
乳
㊦
謎
亮
〕
 
肺
盤
古
講
壇
應
療
薄
配
付
ヰ
 
 

つ
ー
＝
■
（
－
十
r
）
・
・
絶
 
 
 

句
沌
＝
メ
（
】
十
ユ
ま
＝
｛
つ
（
宇
「
）
・
t
）
（
】
＋
1
）
よ
＝
月
】
＋
r
）
拍
よ
（
ェ
ユ
ー
鴇
 
 
 

滅
 
頂
 
論
 
 

〔
沖
 
軋
C
 
 

調
 
－
 
繋
 
潜
 
 

鵠
 
－
 
聾
雑
 
 

事
 
l
－
 
潜
 
雑
 
 

事
 
い
一
 
撃
 
隷
 
 
 

沸
．
苫
 
聾
 
雑
 
 

事
．
勧
 
澄
 
頴
 
 

1
（
雲
；
r
）
n
－
㌔
｝
 
 

（
－
＋
こ
n
－
】
 
 

訝
薯
講
壇
樽
粛
 
 

苛
 
 

】
加
．
】
○
 
 

－
0
0
．
－
○
 
 

】
伽
．
－
○
 
 

－
加
」
○
 
 

】
∞
」
○
 
 

望
ご
岩
 
 

望
 
旬
 
 
日
 
 
 

苛
 
 

．
¢
○
 
 

】
．
0
0
ひ
 
 

帖
．
0
0
ひ
 
 

ど
岩
 
 

で
．
ひ
ニ
 
 

謁  

謡  

．‥壬  ・引望  

沖
茸
堕
落
訓
 
 

量
 
 

】
ひ
〇
．
〇
〇
 
 

】
b
】
．
り
○
 
 

】
】
M
．
り
○
 
 

¢
旭
．
¢
∽
 
 

ヾ
M
．
〇
〇
 
 

ひ
〇
．
〇
〇
 
 

（
三
・
七
五
）
 
八
五
 
 
 

慧
淘
煎
 
 

】
切
．
－
ぐ
 
 

∽
q
．
】
○
 
 

ひ
ヾ
．
〇
ひ
 
 

可
伽
．
〇
〇
 
 

】
0
〇
．
〇
〇
 
 

声  
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前
例
盈
用
ひ
て
「
許
僧
衣
」
を
作
成
す
れ
ば
左
の
如
し
。
 
 

静
聾
講
壇
博
感
 
 
望
旬
 
 

一
 
 

第
三
奄
 
 
第
四
堆
 
 

メ
ー
ー
ー
♂
（
－
十
1
T
箭
カ
l
十
こ
J
－
ス
≠
十
r
）
山
－
ス
丁
号
Y
誌
 
 
 

誉
（
8
普
（
－
ハ
r
バ
 
 

ヂ
ー
1
 
（
】
十
r
）
ゴ
ー
又
】
十
ユ
て
「
叉
】
十
－
）
。
・
拍
1
…
三
∵
…
－
A
】
ヰ
こ
I
8
 
 
 

1
－
く
（
－
十
r
）
m
－
鼻
音
ユ
三
十
ハ
‡
r
7
ほ
十
…
…
：
＋
（
ェ
エ
十
エ
 
 

判 事 軍 事 渦 潮  

lllllll  苫
．
聾
 
 

つ
（
】
＋
ユ
ゴ
ー
メ
″
＝
＝
詫
×
 
 

二
ノ
、
二
1
）
＝
ノ
、
＝
－
 
 

薯
 
 

聾
 
 
 

彗
 
 

聾
 
 
 

（
仙
十
「
）
l
、
－
】
 
 

澄
 

隷
 
 
 

隷
 
 
 

謝
 

聞
 
 
 

沸
 
 

宣r琶琶  
引琶誓  

琶芸て芸〈冨、書冒  

○
十
r
）
。
－
－
 
 

、
 
 

苛
 
 

豊
革
 
 

－
P
l
O
 
 

】
，
叫
）
．
〇
ロ
 
 

ー
∽
．
り
ひ
 
 

N
〇
．
り
ひ
 
 

篤
・
〇
心
」
 
 

】
0
〇
．
〇
〇
 
 

雑
誌
磯
路
別
 
 

巻
 
 

】
ひ
〇
．
〇
〇
 
 

】
録
－
．
り
○
 
 

ヒ
柏
．
め
○
 
 

り
N
一
¢
研
 
 

q
ド
0
0
 
 

ひ
O
b
O
 
 

（
三
七
六
）
 
八
六
 
 

慧
知
事
 
 

⊂） q （刀  ∽  ト↓  

⊂〉  Co ■－・1  －T O〇 0 0 く⊃ 」 L くっ  く＞ つT  ⊂） ■■⊂〉   
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減
惜
治
却
資
Ⅵ
計
算
庭
は
、
な
ほ
他
の
方
法
も
相
加
ら
れ
て
を
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
見
れ
ま
で
述
、
ペ
来
り
た
る
三
つ
の
薬
園
の
何
 
 

れ
に
も
分
類
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
種
々
雑
多
な
る
雑
秤
で
率
つ
て
、
あ
る
場
合
に
は
方
法
な
ど
と
稲
し
て
勿
鰐
を
つ
け
る
こ
と
 
 

も
殆
ど
で
き
な
い
も
・
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
次
の
も
の
を
奉
げ
得
る
で
あ
ら
う
▲
。
 
 

㈲
 
岬
山
 
 
換
 
 
法
 
 

的
 
卑
 
○
 
解
 
法
 
 
 

刷
 
鑑
虎
．
評
憤
法
 
 
 

伺
 
保
 
 
険
 
 
法
 
 
 

的
 
絶
 
政
 
人
 
法
 
 

㈲
 
維
 
持
 
法
 
 
 

こ
の
場
合
に
は
、
毎
期
の
滅
惜
泡
却
費
は
、
そ
の
期
の
資
産
維
持
費
と
同
額
だ
け
計
上
さ
れ
る
。
か
く
し
て
畠
の
額
は
、
頑
確
な
 
 

る
金
額
で
は
あ
る
が
朔
毎
に
欒
劫
す
る
の
で
あ
つ
て
、
維
持
の
方
針
に
伐
採
し
て
を
る
。
 
 

哩
∵
置
 
 
換
ノ
 
法
 
 

㈱
 
輝
 
持
 
 
法
 
 

減
′
 
頂
 
 
論
 
 

四
 
雄
 
 

六
三
七
七
）
八
七
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第
三
 
笹
 
 
井
四
班
 
 

（
三
七
八
）
 
八
八
 
 
 

こ
れ
も
殆
ど
、
減
債
消
却
費
を
計
堺
す
る
方
法
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
凡
て
の
史
新
改
及
び
竃
換
費
む
収
益
に
賦
課
し
て
、
減
債
 
 

の
輩
賓
を
認
む
る
方
法
で
あ
る
。
大
規
模
に
横
張
さ
れ
た
る
大
工
場
設
備
た
あ
り
て
は
、
更
新
が
必
要
な
る
鮎
に
減
傾
が
到
達
し
た
 
 
 

る
後
に
お
い
て
、
更
新
波
及
び
置
換
費
の
全
部
を
費
用
と
し
て
計
上
す
る
と
き
は
、
累
加
す
る
減
債
の
す
ペ
で
を
始
末
し
、
ノ
ま
た
生
 
 
 

露
品
に
封
す
る
凪
課
が
各
期
を
通
じ
て
か
な
り
測
仙
的
に
な
る
こ
と
を
、
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
て
を
る
。
こ
の
方
放
 
 

で
は
、
減
債
は
減
債
と
L
て
帳
簿
上
に
出
現
し
な
い
で
、
他
の
項
目
の
下
に
始
末
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

伺
 
五
 
〇
 
解
 
法
 
 
 

こ
の
方
法
は
、
城
傾
が
更
新
期
に
到
達
し
た
る
後
に
の
み
通
用
し
得
る
と
い
ふ
鮎
に
於
い
て
、
駁
挽
法
に
幾
ら
か
似
寄
っ
て
を
る
。
 
 

こ
の
方
法
を
摺
護
し
て
次
の
や
う
に
ヰ
張
さ
れ
て
を
る
。
い
は
く
、
例
へ
ぼ
絨
追
の
枕
木
の
如
き
、
多
数
の
同
校
な
る
部
分
よ
り
成
 
 

る
財
産
若
く
は
資
産
部
類
に
於
い
て
は
、
j
E
瀞
の
修
粋
が
蹄
摸
さ
れ
る
時
期
が
到
達
し
、
部
分
々
々
が
、
○
〆
か
ら
一
〇
C
〆
に
わ
 
 

た
る
修
絆
の
有
ら
ゆ
る
程
度
に
存
在
す
る
や
う
に
な
つ
た
後
に
は
、
維
持
お
よ
び
更
新
を
正
常
に
施
行
す
る
と
い
ふ
方
針
に
よ
り
て
、
 
 

財
産
又
は
資
産
は
、
常
に
お
よ
そ
五
〇
解
の
堺
態
に
維
持
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
、
資
産
若
く
は
資
産
部
類
に
到
す
る
減
債
 
 

紙
胡
は
他
の
五
〇
〆
で
あ
つ
て
、
部
分
が
絶
え
ず
更
新
さ
れ
る
が
た
め
陀
、
こ
れ
以
上
の
額
に
は
達
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
五
C
 
 

〆
の
城
偶
は
、
正
常
修
純
の
暗
が
来
る
ま
で
の
年
限
の
阻
に
帳
簿
に
載
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
よ
り
の
ち
は
、
滅
偵
消
却
率
 
 

備
金
勘
定
へ
は
少
し
も
附
け
加
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
ら
う
。
此
の
方
法
の
適
用
し
得
る
右
の
如
き
状
態
に
劉
し
て
は
、
疑
も
な
く
平
 
 

均
り
法
則
が
富
て
撮
り
、
見
班
を
七
て
か
な
り
艮
好
な
る
も
の
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
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刷
．
鐸
定
評
惰
法
 
 
 

こ
の
放
で
は
、
資
産
又
は
財
産
の
替
地
の
鑑
定
詐
傾
が
毎
食
計
期
末
に
行
は
れ
る
。
相
次
げ
る
脅
計
期
の
鑑
定
許
偵
二
つ
の
問
に
 
 

存
す
や
愕
棺
の
差
額
は
、
常
該
合
計
朔
の
減
慣
を
或
は
し
、
こ
れ
が
減
償
と
．
し
て
暁
鐘
に
載
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
 
 

㈲
 
保
 
 
険
 
 
法
 
 
 

こ
れ
も
毎
期
の
減
偵
額
を
見
積
る
方
法
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
畳
換
の
財
務
を
慶
珊
す
る
手
段
を
用
意
す
る
方
法
で
あ
る
。
さ
 
 

け
な
が
ら
資
産
を
川
志
す
る
こ
と
は
一
、
短
期
の
城
偵
消
却
費
堅
不
す
計
数
を
鳳
ハ
へ
る
も
の
で
は
あ
る
一
。
こ
の
方
法
は
、
資
産
が
贋
く
 
 

散
布
せ
ら
れ
て
を
る
宜
額
の
財
産
に
勤
し
て
の
み
適
用
し
得
ら
れ
る
9
そ
の
運
用
に
は
「
普
通
の
保
険
に
お
け
る
保
険
数
理
的
原
理
 
 

が
合
垂
れ
て
を
る
。
か
く
い
ふ
の
は
、
減
惜
消
却
費
に
よ
り
租
立
て
ら
れ
た
る
資
金
は
、
こ
れ
が
．
机
立
の
基
礎
と
な
り
た
る
常
該
財
 
 

産
を
、
′
か
1
る
財
産
が
拗
葉
せ
ら
れ
る
と
き
に
置
換
へ
る
目
的
で
費
し
得
る
ま
で
、
之
懲
積
立
と
し
て
留
保
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
 
 

意
味
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
資
金
は
そ
れ
が
創
設
さ
れ
た
る
年
度
の
問
に
、
全
部
な
り
部
分
な
り
が
、
設
備
の
置
換
に
摘
発
せ
ら
る
べ
 
 

き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
 
 
 

呵
 
粗
 
収
 
入
 
法
 
 

こ
の
方
放
で
は
、
減
偶
の
見
積
は
基
謄
を
そ
の
期
の
粗
収
入
に
置
く
。
こ
れ
は
必
し
も
、
減
倍
の
見
積
は
利
益
の
大
な
る
と
き
に
 
 

犬
で
あ
り
、
利
益
の
小
な
る
と
き
に
小
、
若
く
は
無
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
 
一
 
個
々
の
場
合
に
就
い
て
言
へ
ば
（
斯
く
の
ご
 
 

と
く
に
適
用
さ
れ
る
 

滅
 
 
惰
 
 
論
 
 

萱
右
九
）
 
八
九
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（
主
八
〇
）
 
九
〇
 
 

箔
三
奄
 
琴
四
昧
 
 

す
る
と
の
方
針
は
、
必
し
も
全
然
非
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
減
債
は
利
益
と
何
等
の
関
係
を
有
せ
ず
、
ま
た
少
し
も
之
 
 

忙
依
接
し
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
減
債
消
却
貯
の
始
末
が
す
む
ま
で
は
、
利
谷
は
偏
在
し
得
な
い
と
の
意
味
に
お
い
て
、
利
益
 
 

が
減
偶
に
依
接
す
る
の
で
あ
る
。
減
慣
を
粗
収
入
の
這
の
百
分
率
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
そ
の
劾
英
が
産
出
高
法
と
殆
ど
同
 
 

様
で
あ
り
、
推
奨
す
べ
き
多
く
の
も
の
を
有
す
る
ゥ
 
 

状
 
態
 
百
 
分
 
率
 
 

方
法
な
る
論
題
を
離
れ
る
に
兜
だ
ち
、
減
債
の
見
税
に
紺
聯
し
て
用
ひ
ら
れ
る
用
語
、
即
ち
状
態
百
分
率
を
説
明
す
る
を
よ
し
と
 
 

す
る
で
あ
ら
う
。
あ
る
資
産
の
状
態
百
分
率
は
、
減
偶
見
根
絶
額
に
封
す
る
現
在
の
減
伸
男
積
覇
の
割
合
を
表
は
す
分
数
豪
、
山
0
 
 

0
解
か
ら
差
引
い
て
見
出
さ
れ
る
。
か
く
て
も
し
或
る
資
産
が
園
分
の
右
傾
倍
を
滅
す
る
な
ら
ば
、
厳
物
低
値
が
無
い
と
し
て
、
 
 

を
の
状
態
百
分
率
は
七
五
％
（
…
思
1
相
違
）
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
仇
っ
て
庵
し
、
城
慣
が
比
例
法
の
何
れ
か
で
見
積
ら
れ
た
な
 
 

ら
ば
、
状
態
百
分
率
は
容
易
に
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
由
に
用
ひ
た
る
標
準
記
既
に
加
へ
て
 
 

D
苫
＝
ヨ
滋
胃
壁
ヰ
が
寡
頭
笹
薮
 
 

く
≡
＝
蟄
∃
盗
米
8
冷
熱
頭
霹
捏
∇
熱
雷
壁
間
吋
軸
竺
碑
簿
が
伊
0
 
 

と
恨
定
す
る
な
ら
ば
、
二
仮
に
、
状
態
百
分
率
は
次
の
1
公
式
忙
よ
り
て
表
し
得
る
で
あ
ら
う
。
 
 

】
。
。
苧
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＜
≡
＝
（
く
主
l
）
（
－
。
。
故
－
酵
｝
 
 

警
寧
市
 
 

付
き
薄
豊
〃
彊
功
坤
働
序
…
息
－
コ
。
 
 

語
逗
辞
戸
畠
 
竺
d
 
 

消
却
基
金
積
立
法
で
は
、
計
算
は
も
つ
と
後
難
し
て
来
る
。
そ
の
公
式
は
、
こ
こ
に
は
展
開
し
な
い
で
あ
ら
う
。
（
未
完
）
 
 
 

繹
者
附
託
。
原
書
に
於
－
、
て
l
‡
」
蘇
畢
に
鴇
げ
た
る
「
評
憤
未
」
の
計
数
l
こ
基
き
て
作
成
し
㌣
る
由
来
ね
戟
ぜ
、
且
つ
水
文
中
に
‥
之
に
封
し
読
 
 

明
を
加
へ
て
ね
る
¢
で
ぁ
ろ
が
」
そ
れ
ら
托
凡
て
、
森
稿
に
て
ほ
省
略
し
㌣
。
 
 

前
祝
拐
我
分
正
．
誤
 
 

七
九
首
筋
六
衝
天
尾
「
衝
」
を
削
り
之
ね
第
七
行
末
尾
に
挿
入
 
 

八
〇
貫
第
九
術
「
著
し
も
＝
れ
が
可
能
で
あ
ろ
な
ら
ば
」
の
次
の
「
、
」
ほ
「
。
」
の
誤
 
 

八
二
貫
第
】
○
行
「
争
煩
」
ほ
「
手
段
」
の
誤
 
 

八
三
富
第
一
三
桁
「
不
正
壇
」
ほ
「
不
正
確
」
の
誤
 
 

八
四
首
筋
一
五
行
及
び
八
大
貫
第
四
行
「
原
因
」
ほ
何
れ
も
「
要
田
あ
誤
 
 

減
 
 
慣
 
 
論
 
 

（
三
八
〓
 
九
一
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




